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情熱の国

ブラジル

～サンパウロ日本人学校での３年間～

サンパ ウロ は， １２ ０

０ 万人以 上の 人々 が暮 ら

す 南 米最 大 の 都市 で す。言 語は ポル トガ ル

語 で すが ， と ても 気 さくで 親切 な方 々が 多

く ， コミ ュ ニ ケー シ ョン上 のこ とで 困っ た

と き など ， 私 自身 ， 何度も 助け てい ただ き

ま し た。 ま た ，日 系 の人々 も多 く， これ ま

で の その 方 々 によ る 貢献が ，私 達の この 国

で の 暮ら し や すさ に 反映し てい ると 感じ ま

した。

居 住区 に は 多く の ビルが 林立 し， 日本 で

言 え ば東 京 や 大阪 な どと同 様な 大都 会で 朝

晩 の 交通 渋 滞 も日 常 的です 。し かし ，少 し

車 を 走ら せ て 郊外 に 出れば ，地 平線 が目 に

飛 び こん で く ると と もに， その 視界 には 見

渡 す 限り の 広 大な 大 地がど こま でも 続き ，

ブ ラ ジル と い う国 の スケー ルの 大き さを す

ぐ に 実感 す る こと が できま す。 その 広大 さ

は ， 車を 運 転 して い ると北 海道 にも 似た 感

じ が しま す 。 ただ ， 治安に つい ては 海外 に

出 れ ばど こ で も同 様 ですが ，日 本と 感覚 が

同 じ とい う わ けに は いきま せん 。必 要な 防

犯 意 識と 行 動 は常 に 持ち， 実践 する こと が

大切でした。

サ ンパ ウ ロ 日本 人 学校の 特長 とし て， ま

ず 挙 げら れ る こと は ，１２ 万平 米（ 東京 ド

ー ム ２個 半 ） とい う 広い敷 地と 沢山 の自 然

に あ ふれ た 環 境， そ してそ こで 明る く， 伸

び や かに 過 ご して い る子ど もた ちで す。 現

在 ， ２０ ０ 名 を超 え る児童 ・生 徒が その 自

然 に 親し み な がら ， 勉強に ，運 動に 励ん で

い ま す。 大 半 の子 ど も達が スク ール バス で

岩見沢市立幌向小学校 教諭 高橋 一徳

（サンパウロ日本人学校 前勤務 ）

登 校し て き ます が ，バ スが 到着 する と「お

は よう ご ざ いま す ！」 とい う元 気な あいさ

つが毎朝校内に響き渡っていました。

サン パ ウ ロ日 本 人学 校の 教育 目標 の一つ

は 「 国 際 社 会 で 尊 敬 と 信 頼 を 得 る 人 間 の，

育 成」 で す が， こ れま でそ の具 現化 を目指

し て， 現 地 校等 と の交 流を 多彩 な形 で進め

て きま し た 。そ ん なサ ンパ ウロ 日本 人学校

の 様子 や サ ンパ ウ ロ、 そし てブ ラジ ルの様

子 を少 し で も皆 様 にお 伝え する こと ができ

ると幸いです。

サンパウロ州は面積が 1 ,500ｋ ㎡ あ り ます 。

サ ンパウロ市の人口は約 1 , 20 0万 人で ，周辺

の地域 も含める と 1 , 7 0 0万 人余 りが住む南ア

メリカ最大の都市です。

地図で見る とかなり暑い所と思われがちで

す が ， 標 高 8 0 0 ｍ の 高 原 に 位 置 し て い る た

め ， １ 年 を 通 じ て 過 ご し や す い気 候 で す 。 サ

ンパウロは 「 １年に四季がな く ， １日に四季が

ある 。 」 と言われ ，月平均の気温の差より も １

日の気温差の方が大き く ，年間を通 じて朝夕
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冷 え 込 む の が 特 徴 で す 。 そ の た め ， 衣 服 の

調節を上手に行うこ とが欠かせません。

ご存知のよ うに ，北半球にある日本 とは季

節が逆になります 。冬の７ ， ８月には ，まれに

霜 も 見 ら れ ま す が ， 最 低 気 温は ほ ぼ 10℃ 以

上です。

年間を通じて日中の陽射 しは強 く ，晴天の

日中は ７ ， ８月でもシ ャツ １枚で過ごせるほど

で す 。 １ ， ２ 月 は 暑 い 時期 ですが ， 日 陰 に入

れば涼し く過ごせます 。年間の降水量 1,300m

mの ほ と ん ど が １ ， ２ 月 の 雨 期 に 集 中 し ， 毎

日の よ う に 雷 を伴 う 強烈な夕立があ り ます 。

洪 水 が起 き ， 交 通機 関が ス ト ッ プ し た こ と が

ある程です 。 しか し ， １ ， ２時間後には何事も

なか っ た かの よ う に 落 ち 着 き ， 涼 し い夜 を迎

えることができます。

サ ン パ ウ ロ 市は ， ブ ラ ジ ル だ け で な く ラ テ

ンア メ リ カ全体の商工業の中心地で ，世界各

地から移住してきた人々 ，先住民 ，混血の人

々などがおり ， ま さに 『人種 と民族の坩堝 』 と

言 え ま す 。 市 内 には 10～ 20数 階 建 ての高層

ビルが林立し ，日本の進出企業のほとんども

ここに事務所を置いています。

日本からブ ラジルに渡り生活 している人々

（日系人 ）の多 く （ 約 150万人 ） も こ こに住んで

います 。日系人は ，様々な分野で活躍 してい

ま す 。 中 で も 農 業 で の 活 躍 は 素晴 ら し く ， ブ

ラ ジ ル の 農 業 を 一 大 飛 躍 さ せ ま し た 。 「 ブ ラ

ジル国民が野菜を食べるよ うに な ったのは ，

日 本 人の おか げ で あ る 。 」 と 言 っ て も 過 言 で

はあ り ま せん 。 日本 にあ っ て ブ ラ ジルに な い

農作物はないほどです。

この よ う な歴史的 ，社会的背景か ら ，他の

国に比べて 「外国人 」 とい う偏見をもたれるこ

と な く 生 活 で き ま し た 。 様 々 な 人 種 ， 民 族 が

ポル ト ガ ル 語 を 共通 語 と し ， 分 け 隔 て な く 暮

ら し て い ま す 。 日 系人は ，商 業に おい て も活

躍し ， リベルダージという地区を中心に貿易，

観 光 ， 食 料 品 ， 食 堂 ， 理 容 ・ 美 容 ， ホ テ ル な

ど，多 くの店を経営しています。

（ リベルダージ地区周辺 ）

これ らの店の多 くは日本語が通 じます 。日本

語の現地新聞 も 「 ニ ッ ケ イ 」 「 サ ン パ ウ ロ 」 の

２ 紙 があ り ， さ ら に日本語の通 じ る 文化施設

や 医 療機 関 も 整 っ て い ま す 。 日 本 語 の 出 版

物 も 数 多 く あ り ま す 。 商 店 は 至 る 所 に あ り ，

ま た ， 大型 シ ョ ッ ピ ン グセ ン タ ー も数多 く あ り

ます 。日本製品 とは品質やデザイン ，使い勝

手 な ど で 多 少 の 違 い は あ り ま す が ， 生 活 用

品は何で も揃います 。買い物や レジ ャー も楽

し め ま す 。 親 切 な 人が 多 く ， ポ ル ト ガ ル語 が

上手でな くて も ， 「 何 をしたい 」 とい う意思さえ

は っ き り し て い れば ， 言 葉の壁 を乗 り 越 え る

ことができます。

サ ン パ ウ ロ 市 内は ， 車 （ 自 家用 車 ， タ ク シ
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ー ， バ ス な ど ） ， 地 下 鉄 が 主 な 交 通 手 段 で

す 。 車 が 多 い た め 大 気 汚 染 ， 交 通 渋滞 が 大

き な社会問題に な っ てい ます 。 ま た ， 歩行者

よ り も 車が優先 され る点や ，運 転の仕方 （ 右

側 通 行 ， 左 ハ ン ド ル の マ ニ ュ ア ル 車 ） ， あ る

いは運転マナーなど ，当初は戸惑 う こ とが多

く あ り ま し た 。 し か し ， 190 8年 以来およ そ 100

年 以 上 にわ た っ て 日系人 の方々が努力 し て

こ られたこ と もあ り ，私たち日本人にはとても

暮らしやすい街でした。

目 的 さ え し っ か り し て い れば ， 豊 か に暮 ら

す こ と の で き る 街 ， そ れ が サ ンパ ウ ロ で す 。

し か し 残 念な こ と で すが ， ブ ラ ジルや近隣

諸 国 の政 治 ， 経 済 情 勢 の 変 化 に 伴 っ て ， サ

ンパウロ市や周辺地域の治安は悪化の傾向

に あ り ま す 。 そ の た め ， 常 に 次の よ う な 点 に

留意して生活していました 。

・ 万 一 の 時 の た め に ， 命 の 代 価 に な る お 金

（命金 ）を常に携帯する。

・ 一 人 歩 き は で き る だ け し な い 。 通 行中 も 周

りに気を付け，不審な人の近 くは避けて歩く 。

・ 危険な区域へは絶対に立ち入 らない 。夜間

の外出はできるだけ避ける 。

・ ど ん な場所で も ， 絶対に荷物か ら目や手 を

離さない 。

・ 車 に乗る時は必ずロ ッ ク を し ，窓 も閉める 。

・必要以上の装飾品は身に付けない。

「 こ こ は 外 国 で あ る 」 と い う こ と を 自 覚。

し 「 自 分 の 安 全 は 自 分 で 守 る 」 と い う 世，

界 の 常識 を ， いつ も 意識し て行 動す るこ と

が 大 切で あ る と、 常 々先輩 教員 や領 事館 職

員から言われていました。

（居住区周辺の町並み）

（ 地 下 鉄 ）

（セントロ

中 心 地 ）

( ) 学校の概要と教育実践( ) 学校の概要と教育実践( ) 学校の概要と教育実践( ) 学校の概要と教育実践1

○設 立 の 主旨 ～ 「ブ ラジ ル国 に滞 在する

児 童生 徒 に 対し 、 ブラ ジル の文 化等 、ブラ

ジ ル国 情 に つい て 教育 を与 える とと もに、

日 本の 学 校 教育 制 度へ の編 入を 希望 する児

童 生徒 に 、 それ が 直ち にで きる よう に、日

本 語に よ る 基礎 教 育を 実施 する ため の施設

を 設置 し 運 営す る 」こ とを 目的 とし て在サ

ン パ ウ ロ 総 領 事 館 お よ び 保 護 者 有 志 に よ

り 、昭 和 ４ ２（ １ ９６ ７） 年８ 月１ ４日設

立されました。

○本 校 の 教育 ～ 学校 教育 目標 「豊 かな人

間 性、 確 か な学 力 、た くま しい 体を もち、

国 際社 会 で 信頼 と 尊敬 を得 る人 間の 育成」

を 掲 げ 、 教 育 活 動 を 行 っ て い ま す 「 よ く。

学 び 、 よ く 遊 ぶ 「 開 く 学 校 経 営 」 な ど を」

方 針と し て 、学 校 の特 色を 生か しな がら推

進 して い ま す。 実 践の 重点 とし ては 、①あ

い さつ の 徹 底② 個 に応 じた 指導 の充 実③基

礎 基本 の 習 熟の 徹 底と 発展 的な 学習 への工

夫 ・改 善 ④ 本校 の 特色 を生 かし た体 験的な

学 習の 充 実 ⑤発 達 段階 に応 じた 体力 の向上

⑥ 特別 支 援 教育 の 推進 ⑦危 機管 理上 の取り
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組 み ⑧新 学 習 指導 要 領への 対応 等に 取り 組

ん で きま し た 。そ の 中で， 今回 は④ ⑤に つ

い て より 具 体 的に 説 明した いと 思い ます 。

④ 体験 的 な 学習 ～ サンパ ウロ 市郊 外の 標

高 ７ ３０ ㍍ の 岡に 広 がる約 １２ 万平 方メ ー

ト ル の自 然 豊 かな 広 い敷地 が本 校の 魅力 で

す 。 その ほ か 、運 動 場・体 育館 ・大 プー ル

・ 小 プー ル ・ 保健 室 ・図書 室・ 理科 室な ど

施 設 が充 実 し てい ま す。そ んな 中で 子ど も

た ち はの び の びと 生 活して いま すが 、中 で

も 私 が一 番 気 に入 っ ていた のは 豊か な自 然

体験です。

広 い敷 地 内 には 、 コーヒ ー園 があ り、 年

に 一 度 全 校 で コ ー ヒ ー 狩 り を お こ な い ま

す 。 その あ と は、 焙 煎した ての コー ヒー を

みんなでいただきます。

バ ナナ 園 も あり 、 昨年は 小学 部で バナ ナ

狩 り をし ま し た。 バ ナナの 木を ナタ で切 っ

、 。 、 、たり 削ったりしました そのほか クリ

ミ カ ン、 ア ボ ガド 、 カキ、 キイ チゴ など の

果 樹 、樹 木 、 花が 豊 富にあ り、 果物 は取 り

放 題 、食 べ 放 題な の で休み 時間 にな ると 、

子 ど もた ち は 楽し そ うにと って 食べ てい ま

す。

敷 地内 に は 小ジ ャ ングル もあ り、 アウ ト

ド ア クラ ブ な どで 、 ジャン グル 探検 や基 地

作 り など を し ます 。 活動が 始ま ると 子ど も

た ち は、 笑 顔 で夢 中 になっ て取 り組 んで い

ま し た。 し か し、 虫 や見た こと のな い生 物

、 。もいるので 気をつけなければいけません

ま た 、 敷 地 内 に

は 釣 り が で き る 「 釣

り 堀 」 も あ り ま す 。

総 合的 な 学 習の 時 間や クラ ブの 時間 、また

高 学年 は 休 み時 間 に自 由に 釣り をし て楽し

み ます 。 最 後の 一 年は ，私 自身 ６年 担任だ

っ たこ と も あり 、 子ど もた ちと ジャ ングル

か ら竹 を と って き て、 自分 の釣 り竿 を作っ

て 「Ｍ Ｙ 釣 り竿 」 で釣 りを 楽し みま した。

釣 れる 魚 は 「テ ラ ピア 」と いう 魚や 「鯉」

な どで す 。 大き な もの だと ３０ ㎝を 超える

魚 を釣 る 子 もい ま す。 参観 日な どに 親子で

釣 り大 会 な どが で きる のも 、と ても 楽しい

学習でした。

⑤体 力 の向 上～ 本校 は前 述し た通 り、治

安 がよ い と は言 え ませ ん。 です から 、放課

後 子ど も た ちは 、 学校 から 帰る と遊 びに行

く のも 、 保 護者 と 手を つな いで 友だ ちのア

パ ート に い って 、 遊び 終わ った ら保 護者が

迎 えに 来 て 帰る と いう のが 一般 的で す。公

園 で走 り 回 った り 、外 に行 き、 子ど もだけ

で遊んだりすることはできません。

その た め 、保 護 者は 学校 での 「体 力の向

」 。上 にとても強く関心をもたれていました

私自 身 専 門が 保 健体 育な ので 、本 校の実

態 を体 力 テ スト の デー タを もと に調 査し、

具体的な取り組みを考えてみました。

赴任 し て 一年 目 で感 じた こと は、 投力の
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低 下 でし た 。 ブラ ジ ルとい う国 柄も ある で

し ょ うが 、 子 ども た ちの遊 びと いっ たら 、

や は りサ ッ カ ーが 主 流、投 げる とい う動 作

は な かな か 身 につ い ていま せん でし た。 そ

こ で 、朝 の 学 習の 中 で週に 一回 、小 学部 全

体 で 運動 を す る日 （ アミー ゴス 活動 ）を 設

、 。け 縦割りで色々な種目に挑戦させました

す ぐ に成 果 は でま せ んでし たが 、子 ども た

ち は 楽し く 運 動に 関 心をも ち、 活動 する こ

とができました。

年 に一 回 は 、そ の 活動の 成果 を発 揮し よ

、「 」うという取り組みで カンポリンピック

というのを開催し、盛り上がりました。

、 、二・三年目では 持久力の向上を目指し

週 に 一回 朝 マ ラソ ン の日を 設定 し、 取り 組

み ま した 。 み んな が 同じコ ース を走 るの で

は な く 「 イ グ ア ス コ ー ス 「 パ ン タ ナ ー、 」

ル コ ース 」 と いう 二 つのコ ース を設 定し 、

子 ど もが 自 由 に選 ぶ ことが でき るよ うに し

て 無 理 な く 実 施 し ま し た 「 イ グ ア ス コ ー。

ス 」 は全 長 一 キロ メ ートル でタ イム を計 り

ま す 「 パ ン タ ナ ー ル コ ー ス 」 は ゆ っ く り。

自 分 のペ ー ス で休 ま ず、約 八〇 〇メ ート ル

ほ ど のコ ー ス を走 り ます。 最初 はそ れぞ れ

の コ ース 半 分 ずつ く らいの 人数 でし たが 、

三 学 期頃 に な ると 、 みんな が自 己記 録更 新

を 目 指し て 、 イグ ア スコー スに 挑戦 して い

ま し た。 一 年 間で 第 一回目 の記 録と 最終 の

記 録 との 差 は 、一 位 の子で 五十 秒近 く更 新

す る こと が で きま し た。素 晴ら しい 成果 だ

と感じています。

( ) 通勤( ) 通勤( ) 通勤( ) 通勤2

赴 任当 初 は ，契 約 タクシ ーに 乗り 合わ せ

て 通 勤し ま す。学 校 までの 距 離は約 20㎞ ，

所 要時 間は 約 40分 。 勤務開 始 が７時 50分 な

の で ，６ 時 50分に フ ラッチ （ホ テル ）に 迎

え に 来て く れ ，退 勤 時間に はそ の車 両で 帰

宅します。

車 を購 入 し た後 は ，自家 用車 また はこ れ

ま で 通り 契 約 タク シ ーのい ずれ かを 選択 し

。 ，て通勤することになります 近年は安全上

２ 人以 上 の 組を 作 り， 自家 用車 で通 勤する

ことが多くなっています。

勤 務 終 了 は ４ 時 20

分 で す が ， 行 事 の 準

備 な ど で 遅 く な る 事

。 ，もあります しかし

治 安 上 の 理 由 か ら ，

５ 時 30分 ま で に は 退

勤 する こ と にし て いま した 。学 校周 辺はサ

ン パウ ロ 市 内の 中 でも 特に 治安 の悪 い地域

で した の で 、暗 く なる と危 険と いう ことも

あ り 、 ど う し て

も 先 生 方 で う ち

合 わ せ 等 を し た

い と き に は 、 居

住 区 に も ど っ て

か ら ， 会 議 と い

うこともありました。

な お 「 ホ ジ ジ ョ 」 と い っ て ， 公 害 対 策，

や 渋滞 緩 和 策な ど の理 由で 朝夕 ，車 に乗れ

な い日 が 週 に１ 日 あり ます 。ナ ンバ ープレ

ー トの 下 一 桁の 数 字で 曜日 が決 めら れてい

ま す。 ホ ジ ジョ の 日は ，近 くに 住む 派遣教

員 の車 に 乗 り合 わ せる など して 対応 してい

ます。

( ) 勤務と学校行事( ) 勤務と学校行事( ) 勤務と学校行事( ) 勤務と学校行事3

職 員 は 派 遣 教 員 の 他 ， 現 地 採 用 教 員 ，

事 務 員 ， 労 務 員 ， 警 備 員 が い ま す 。 派 遣

教 員 は ， 全 国 各 地 か ら 来 て い る た め ， 多

様 な 生 活 習 慣 や 教 育 観 を も っ て お り ， お

互 い に 交 流 し 合 う こ と に よ っ て ， 幅 広 い

人間関係を結んでいます。

校 務 分 掌 組 織 に よ り ， 各 人 の 校 務 分 担

が は っ き り し て い ま す 。 ま た ， 大 き な 行

事 は 全 職 員 ， 全 校 体 制 で 取 り 組 ん で い ま

す 。 施 設 ， 備 品 ， 教 具 な ど は ほ ぼ 充 足 し

て い ま す が ， 慣 れ な い こ と も 多 々 あ り ま

し た 。 し か し ， 慣 れ る に つ れ て ， 創 意 工

夫 を し て 満 足 の い く 勤 務 が で き る よ う に



- 6 -

なりました。

また ， 日 本人 学 校 の特 徴 とし て， 頻繁 に

あ る 児 童 ・ 生 徒 の 転 出 入 の 対 応 と ， 現 地

校 と の 交 流 な ど 対 外 関 係 行 事 へ の 参 加 な

ど を 的 確 ， 迅 速 に 行 う こ と が 要 求 さ れ ま

す 。 そ れ に 加 え ， 日 本 と は 違 う 外 国 な ら

， ， ，ではの事柄 例えば 保健安全面の指導

現 地 で の 教 材 な ど の 購 入 経 路 の 発 掘 と 購

入 方 法 を 考 慮 し な け れ ば な り ま せ ん 。 ま

た ， 児 童 ・ 生 徒 が 必 ず 決 ま っ た 時 間 に ス

ク ー ル バ ス で 下 校 す る た め ， 委 員 会 や 行

，事の準備の時間の取り方を工夫するなど

数多くの柔軟な対応が求められます。

加 え て ， 保 護 者 の 教 育 や 学 校 へ の 関 心

も 高 く ， 保 護 者 と の 連 携 を し っ か り と と

り な が ら 学 校 教

育 に 当 た る こ と

が 不 可 欠 で す 。

保 護 者 は 新 し く

き た 先 生 は 「 ど、

ん な 力 の あ る 人

な の ？ 」 と い う

プ レ ッ シ ャ ー を 与 え て く れ ま す 「 普 通。

に で き て 当 然 」 プ ラ ス ア ル フ ァ を 求 め て

い る 保 護 者 が 多 く 、 働 い て い て そ の 点 が

ひ し ひ し と 感 じ た の で 、 わ た し 自 身 も 日

々学習の毎日でした。

小 学 部 ・ 中 学 部 と も ， 社 会 科 見 学 ， 宿

泊 学 習 ， 遠 足 ， 修 学 旅 行 な ど ， 校 外 学 習

の機会も多くあります。

( ) 教育体制( ) 教育体制( ) 教育体制( ) 教育体制4

小 学 部 と 中 学 部 が

あ り ， 両 学 部 一 貫 し

た 学 校 運 営 を 行 っ て

い ま す 。 小 学 部 か ら

中 学 部 へ の 進 学 ， 小

中 合 同 の 運 動 会 ・ カ

ン ポ リ ン ポ 祭 （ 文 化

祭 ） の 実 施 な ど ， 小

学 部 １ 年 か ら 中 学 部

３ 年 ま で が 一 体 と な

っ て活 動 し てい ま す。 また ，教 員の 授業交

流 や研 究 ， 研修 な どに より ，一 貫教 育の効

果を上げるべく努力をしています。

教 育 課 程 は 日 本 国 内 に 準 拠 し て い ま す

， ，が 現地理解教育を取り入れている関係で

多 少国 内 と 違っ て いる 点も あり ます （ポル

ト ガ ル 語 履 修 ・ ブ ラ ジ ル 理 解 教 育 な ど 。）

(5) その他(5) その他(5) その他(5) その他

ブラジル人との関わり

～剣道を通して～

ブ ラ ジ ル で の 生 活 の 中 で 、 私 自 身 に と っ

て 大変 貴 重 だっ た のが 、現 地の 方と の交流

で した 。 私 は子 ど もの ころ から 剣道 をして

い ます 。 ブ ラジ ル でも 剣道 がで きれ ばと、

防具を持ち、ブラジルに行きました。

私 は 日 本 人 学 校 で 何 を し た い か ？ と 文 部

科 学省 で の 面接 で 聞か れま した 。そ のとき

私 は， 学 校 での 教 育は もち ろん ，世 界のど

こ の国 に 行 って も ，日 本の 良き 伝統 文化の

一 つで あ る 「剣 道 」を 世界 の人 々に 知って

い ただ け る よう な 活動 をし たい と言 いまし

た 。派 遣 先 がブ ラ ジル と決 まり ，そ れがこ

の ブラ ジ ル でで き るか ？と 疑心 暗鬼 な気持

ち で来 伯 し まし た が， 心配 は無 用で した。

ブ ラジ ル で はた く さん の道 場が あり ，どこ

の 道場 で も みな 熱 心に 稽古 に励 んで いまし

た 。日 本 人 にも 引 けを 取ら ない くら い真剣

に 剣道 に 取 り組 む 人た ちが 、と ても たくさ
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ん い たの で す 。私 は 、技の 面で も、 心の 面

で も 、日 本 で 自分 が 行って いた 以上 の稽 古

を 、 ブラ ジ ル の方 々 と体感 する こと がで き

ました。

私 自 身 防 具 は も っ て き た も の の ， 竹 刀 は

荷 物 にな る た めに も ってい くこ とが でき ま

せ ん でし た 。 サン パ ウロに 着き ，同 僚に 質

問 を し ま し た 「 ブ ラ ジ ル で 剣 道 は で き ま。

す か ？」 と い う私 の 問いに 、サ ンパ ウロ に

は た くさ ん の 道場 が あるこ と、 その 同僚 藤

原 氏 も剣 道 を して い ること を教 えて くれ ま

し た 。藤 原 氏 は竹 刀 をすぐ に私 に下 さり 、

さ っ そく 稽 古 に連 れ て行っ てく ださ いま し

た 。 三 重 県 人 会 の 建 物 を お 借 り し て 、 週 2

回 練 習し て いる道 場 でした 。 40名ほ どの 方

が 稽 古を さ れ てい ま した。 人の 多さ に驚 き

。 ，ました 私自身少年指導を日本でしていて

徐 々 に少 な く なる 子 どもの 練習 人数 を寂 し

く 思 って い ま した が ，ブラ ジル の稽 古を 見

て 嬉 しい 気 持 ちに な り，す ぐに 仲間 に入 れ

てもらいました。

3年 に 一 度 行 わ れ る 世 界 剣 道 選 手 権 大 会

が 、 幸運 に も ２０ ０ ９年サ ンパ ウロ で行 わ

れ ま した 。 私 が派 遣 された 年で す。 地元 開

催 に 向け 、 ブ ラジ ル 剣道連 盟は 、一 年以 上

前 か ら、 計 画 的に 、 合同稽 古会 ・合 同合 宿

を 行 いま し た 。私 は 、赴任 して から 大会 開

催 ま での ５ ヶ 月間 、 ブラジ ル代 表チ ーム の

メ ン バー と 稽 古を し たり、 合宿 をし たり す

る 機 会に 恵 ま れま し た。染 谷先 生と いう 監

督 は、 と て も厳 し い稽 古を 選手 に課 しまし

た 。そ れ で も選 手 はつ いて いき まし た。染

谷 先生 が い つも お っし ゃっ てい たこ とは、

「 正 し い 剣 道 を し て 勝 つ ん だ 」 と い う こ。

と でし た 。 ブラ ジ ルは 正し く、 きれ いな剣

道 で勝 つ と いう こ とを いつ も選 手に 言って

い まし た 。 大会 で は、 ブラ ジル チー ムは男

子 ・女 子 と もに 団 体戦 で３ 位。 女子 個人戦

で ３位 と い う、 近 年で は最 高の 成績 を残し

ま した 。 私 は大 会 運営 のス タッ フと して働

く こと が で きま し た。 本当 に良 い経 験をさ

せていただきました。

本校 は 近 所に あ る現 地校 、コ ンコ ルジア

校 と年 ２ 回 の交 流 を行 って いま す。 １回目

は 我々 が 現 地校 を 訪れ 、ブ ラジ ルの 遊びな

ど を教 え て もら い 、２ 回目 は現 地校 が本校

訪 れ、 日 本 文化 を 学び ます 。我 が校 ではカ

ン ポリ ン ポ 祭と い う文 化祭 で剣 道の 劇をし

ま した 。 私 が１ 年 目の 時で す。 そこ でカン

ポ リン ポ 祭 で剣 道 の劇 をし たこ の年 は、み

ん なで 現 地 校の 子 に剣 道を 教え まし た。日

系 人に は よ く知 ら れて いる 剣道 も、 ブラジ

。 、ル人にはあまりなじみがありません まず

子 供 た ち は 本 校 の 竹 や ぶ に 竹 を 取 り に 行

き 、そ の 竹 で竹 刀 を作 りま した 。そ して、

子 ども た ち は、 劇 のた めに 自分 たち が覚え

た 正座 や 礼 の仕 方 、素 振り や足 さば き、剣

道 具の つ け 方な ど をポ ルト ガル 語で 現地の

子 供た ち に 教え ま した 。ま た、 各校 代表者

を 募っ て 、 試合 も しま した 。彼 らが 帰る時

に は作 っ た 竹刀 を プレ ゼン トと して 贈りま

した。

私は 新 卒 から 北 海道 で１ ４年 間、 少年剣

道 の 指 導 に

携 わ っ て き
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ま し た。 そ の 指導 法 を少し でも ブラ ジル 剣

道 に 還元 す る こと が できれ ばよ いと 考え て

い ま した 。 今 回お 世 話にな った 三重 剣道 部

、 、では そんな私の思いを受け入れて下さり

指 導 を任 さ せ てく だ さいま した 。少 年指 導

は し てい て も 、大 人 の指導 は日 本で はな か

な か やり ま せ ん。 大 人がそ んな に一 生懸 命

稽 古 し て い る と こ ろ は さ ほ ど 無 い か ら で

す 。 しか し 、 ブラ ジ ルの大 人た ちは 違い ま

し た 。み ん な 子ど も と同じ よう に、 きつ い

稽 古 に励 ん で いた の です。 そん な大 人か ら

子 ど もた ち ま で熱 心 に稽古 して いる 人に ど

の よ うな 指 導 法が 良 いのか 悩む とき もあ り

。 、 、ました しかし 一生懸命指導することで

お 互 いの 気 持 ちが 伝 わり合 うこ とを 肌で 感

じ る こと が で きま し た。指 導法 をど うに か

こ の ブラ ジ ル の地 に 残して いき たい とい う

思 い から 、 指 導者 を 対象に 話し 合い をも ち

資 料 を参 考 に しな が ら、指 導者 の難 しさ や

悩 み 、共 通 理 解を 図 る大切 さに つい て考 え

ま し た。 三 重 剣道 部 も日本 人、 日系 人、 そ

し て ブラ ジ ル 人と 初 心者の 方が 多く 入っ て

き て いま す 。 私が い た３年 間で 、日 本人 学

校 の 子ど も が 剣道 を 習い始 め０ 人か ら、 ２

０ １ ２年 ３ 月 現在 で は、小 学部 ・中 学部 合

わ せ て１ ９ 名 にな り ました 。ま さに 剣道 ブ

ー ム 到来 と い った 感 じです 。こ の盛 り上 が

り を 大切 に し て、 よ り剣道 の楽 しさ を味 わ

ってもらいたいと切に願っています。

私 に と っ て こ の ブ ラ ジ ル で の 剣 道 は ， 生

活 の 一部 で あ り、 ブ ラジル 人剣 士と のつ な

が りは こ れ から 先 も大 切に して いこ うと思

っています。

私 は 剣 道 と い う 武 道 を 通 じ て 、 か け が え

の ない 「 人 」と の つな がり を得 るこ とがで

き まし た 。 その つ なが りは 生涯 とぎ れるこ

と はな い と 自負 し てお りま す。 日本 人学校

の 子ど も た ちに は 、一 つの こと を長 く続け

る こと で 得 るこ と ので きる もの は、 自分に

と って 一 生 の宝 物 にな ると 自信 を持 って話

を して き ま した 。 本当 によ い経 験を させて

いただきました。

Ⅳ，終わりに

この ３ 年間 を通 して ，多 くの こと を学ぶ

こ とが で き まし た 。ま た， この 地か らでし

か 行く こ と ので き ない 旅行 もし て、 お金で

は 買う こ と ので き ない 貴重 な体 験を させて

いただきました。

これ か ら ブラ ジ ル経 済は 発展 する ことが

予 想さ れ ま す。 ２ ０１ ４年 ・２ ０１ ６年に

は ，そ れ ぞ れサ ッ カー ワー ルド カッ プ・オ

リ ンピ ッ ク と国 を あげ ての 大き な行 事もあ

り 、ど ん ど ん進 化 して いく こと でし ょう。

日 本企 業 の 進出 も 多く なっ てき てお り、日

本 人学 校 の 人数 も 徐々 に増 加が 見込 まれま

す 。今 後 、 サン パ ウロ 日本 人学 校が より発

展 し進 化 し た姿 を 、近 い将 来必 ずサ ンパウ

ロ に足 を 運 んで 、 自分 の目 で自 分の 足跡と

と もに 確 認 して き たい と思 って おり ます。


